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	書き方のヒント　たくさん使うページは増やしたり、使わないページは抜いてもOKです。





	Introduction
	テーマを選んだ理由


読者に「なぜこの研究を始めたのか」が伝わるページです。
	調べるテーマ

	

	



	きっかけになった出来事　いつ・どこで・何を見て、気になったか

	

	

	

	

	



	このテーマを選んだ理由　自分とのつながりや、知りたいと思った理由

	

	

	

	

	



	書き方のヒント　「ある日〜」「わたしは〜を見て、ふしぎに思いました」のように、物語の始まりのように書くと本らしくなります。












	Question
	調べたいこと


研究の中心になる「問い」を、はっきり一文にします。
	いちばん調べたいこと（中心の問い）　どうして？／どちらが？／どのように？

	

	

	



	
	今、知っていること

	

	

	

	

	



	
	もっと知りたいこと

	

	

	

	

	






	調べる前の予想　「わたしは〜だと思います。なぜなら〜」

	

	

	

	





	PLAN
	調べ方と計画


一つの方法だけでなく、いくつかの方法を組み合わせると研究が深まります。
使う調べ方にチェックしよう
	□  本・図鑑
	□  新聞・雑誌
	□  ウェブサイト

	□  見学・観察
	□  実験・体験
	□  インタビュー

	□  アンケート
	□  写真・動画
	□  地図・統計



	調べる順番・スケジュール　いつ／何をする／必要なもの

	

	

	

	

	

	



	気をつけること　安全・著作権・個人情報・引用のルール

	

	

	



	書き方のヒント　本やサイトで調べたことと、自分で見つけたことを分けてメモしておきましょう。





	１章
	まず、基本


最初に、タイトルの意味や読者に必要な基礎知識を説明します。
	わかっていることこと

	

	



	基本情報・言葉の意味　だれが読んでも分かるように、自分の言葉で

	

	

	

	

	



	［ 図・地図・年表・写真と、その説明文 ］

	書き方のヒント　文章をそのまま写さず、「つまり、〜ということです」と自分の言葉で説明します。



	２章
	わかったこと①


調べて見つけた大事なことを、一つの小見出しごとにまとめます。
	小見出し（このページで伝えたいこと）

	

	



	わかったこと　事実・数字・理由など

	

	

	

	

	

	



	［ 写真・絵・資料／出典も小さく書く ］

	わたしが考えたこと　調べた事実から、どう思った？

	

	



	２章
	わかったこと②


必要なら、このページをコピーして「③」「④」と増やせます。
	小見出し

	

	



	［ 大きな写真・図・イラスト ］

	
	写真・図から分かること

	

	

	

	

	



	
	大切な言葉・数字

	

	

	

	

	






	このページの一番大事なこと

	

	

	



	３章
	比べてみる


二つ以上のものを同じ観点で比べると、違いや共通点が見えてきます。
比べるもの：　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　
	比べるポイント
	くらべるもの①
	くらべるもの②

	形・見た目
	
	

	しくみ・方法
	
	

	よいところ
	
	

	困るところ
	
	

	数字・量
	
	

	そのほか
	
	



	
	同じところ

	

	

	

	



	
	ちがうところ

	

	

	

	






	比べて分かったこと

	

	

	

	





	４章
	やって確かめる 
- 実験・観察・体験


実際にやってみた過程と結果を、順番が分かるように記録します。
	確かめたいこと

	

	



	
	用意したもの

	

	

	

	

	



	
	やり方・手順

	

	

	

	

	






	［ 途中の様子・結果の写真／絵 ］

	
	結果

	

	

	

	



	
	やって気づいたこと

	

	

	

	






	５章
	人に聞く - インタビュー


本では分からないことを、くわしい人・経験した人に聞いてみます。
	お話を聞いた人　名前／仕事・立場／聞いた日・場所

	

	



	聞きたいこと（質問）

	

	

	

	



	教えてもらったこと　大切な言葉は「　」で囲む

	

	

	

	

	

	



	［ インタビューの写真・似顔絵・関連資料 ］

	聞いて分かったこと・考えたこと

	

	



	６章
	データで表す 
- アンケート・数字


表やグラフを使うと、たくさんの答えを一目で伝えられます。
	何を調べたアンケート？

	

	



	
	だれに聞いた？

	

	



	
	何人に聞いた？

	

	






	［ 表・棒グラフ・円グラフを入れる ］

	データから分かったこと　一番多い／少ない、意外だった数字、理由の予想

	

	

	

	



	整理・分析
	わかったことを整理する


集めた情報を並べ替え、問いに答えるための筋道をつくります。
	
	分かった事実　本・観察・取材・数字

	

	

	

	

	

	



	
	そこから考えたこと　「だから〜」「しかし〜」

	

	

	

	

	

	






	大事なことを三つにしぼる　①　　　　　　　　　②　　　　　　　　　③

	

	

	

	

	



	最初の予想と比べる　同じだった？変わった？なぜ？

	

	

	

	



	書き方のヒント　「事実」と「自分の考え」を分けると、説得力のある本になります。





	結論
	私の答え・結論


最初に立てた問いに、自分の言葉ではっきり答えます。
	最初の問い

	

	



	私の答え　「調べた結果、わたしは〜と考えます」

	

	

	

	

	

	



	その理由・根拠　根拠①／根拠②／根拠③

	

	

	

	

	

	



	読んだ人に伝えたいこと

	

	

	






	ふり返り
	まとめ・感想・次の問い


研究を終えて、自分の学び方や考え方がどう変わったか振り返ります。
	研究全体のまとめ

	

	

	

	

	



	
	おもしろかったこと

	

	

	

	



	
	むずかしかったこと

	

	

	

	






	
	工夫したこと・がんばったこと

	

	

	

	



	
	次にもっと調べたいこと

	

	

	

	






	この研究をして、わたしはどう変わった？

	

	

	





	参考資料
	参考にしたもの・作者紹介


最後まで「本」として仕上げるページです。
参考にした本・新聞・ウェブサイト
	番号
	題名・ページ名
	著者・発行者
	出版社・ウェブアドレス・見た日

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	4
	
	
	

	5
	
	
	

	6
	
	
	



	
	作者紹介　好きなこと、研究した理由など

	

	

	

	

	



	
	お世話になった人・ありがとう　取材・協力してくれた人

	

	

	

	

	






	奥付　タイトル／作者／完成日／学校・学年

	

	

	

	



がんばったね！あなたの「問い」から、一冊の本ができました。
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